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本日のゲスト・ビジター 

 
ビジター 富士ＲＣ 太田義隆 様（Ｇ補佐） 

ビジター 富士ＲＣ 佐藤昌久 様（事務局） 

ゲストはありませんでした。 

第 1830回例会 2022.5.18(水)     ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ        第１３号 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 

第１８３０回例会 会長挨拶 

会長 安本 晋 

今回は、ロータリーに関するお話をしたいと思います。 

５月は青少年奉仕月間です。ロータリーでは青少年奉仕とし

て主に４つのプログラムが実施されています。 

１２歳から１８歳までの青少年を対象にしたインターアクトクラ

ブでは、中学・高校生が、地元でのボランティア活動や海外の

インターアクト会員（通称「インターアクター」）との交流を通じて

視野を広げ、国際感覚を養っています。 

１８歳から３０歳までの青少年を対象にしたローターアクトクラ

ブでは、青少年がロータリアンの指導の下、積極的な奉仕活動

と自己研鑽に励んでいます。 

また、ロータリー青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）は、

ロータリーが実施する、若者のリーダーシップや良き市民、人間

としての成長を目的にした研修で、毎年多くの若者が参加して

います。 

最後に青少年交換では、年間８０００人もの若者が、長期・短

期のホームステイを通し国際交流や異国の文化や経済につい

て見識を深める貴重な経験の場となっております。 

当クラブでは、インターアクトやローターアクトに積極的に関

与していることはありませんが、４クラブ合同でのポリオ募金を行

う際には、毎年インターアクトクラブの学生さんたちが大活躍し

てくれますし、ローターアクトについては、以前卓話に来ていた

だいた山田幸弘さんが、今は甲府南ローターアクトクラブに所

属して、現在はさくらんぼなどの農家として活躍されているよう

です。 

 
スマイル報告 

 
 梅田欣一 すみません。早退します。 

 梅田欣一 ロータリー財団へ。６口 

 梅田欣一 米山記念奨学会へ。６口 

 安本 晋 ロータリー財団へ。５口 

 安本 晋 米山記念奨学会へ。５口 

 安本 晋 太田Ｇ補佐様、佐藤事務局様よろ 

      しくお願い致します。 

 菊地勝男 結婚記念日です。 

ＲＹＬＡについては正直よくわかりませんが、青少年交換に

ついては、地区大会の際に交換留学生の発表がされることがあ

ったり、様々な形で話を聞くことがあると思います。たくさんのバ

ッジを付けたブレザーを着て報告している姿が印象に残りま

す。残念ながら、現在は青少年交換の募集は停止されており、

今後もしばらく停止が続きそうな見込みではあります。 

青少年奉仕として若い人たちに奉仕の機会を作ったり活動し

てもらったりすることは、若い人たちにとっても重要なことです

が、それだけではなく、日ごろ若い人たちとの交流が少なそうな

ロータリアンにとっても活動の意義や充実感を持つためにとても

有意義なことだと思います。 

先週は米山梅吉記念館で米山記念奨学生について、勉強

する機会を持ちましたが、今後青少年奉仕についても理解を深

めてクラブの活動と関与する機会を持っていきたいですね。 



◆次回例会プログラム◆ 親睦夜間例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
今回迄の本年

度通算出席率 

７名 ７名 ６名 85.71% 82.65% 

 

 

 

 

 

 

出席： 菊地・梅田・濱田・川口・安本・齋藤 

 

欠席： 岩邉 

 

ＭＵ：   

 

計６名 

 

計１名 

 

計０名 

ガバナー補佐期末訪問 

静岡第２グループガバナー補佐 

太田義隆 様 

期首訪問ではＳＲＦ（ロータリー未来計画）について卓話をさ

せていただきました。今回はＤＥＩ（多様性、公平性、包摂性）に

ついて卓話をさせていただきます。  

ＤＥＩとはＤ＝Diversity：多様性、Ｅ＝Equity：公平性、Ｉ＝

Inclusion：包摂性の頭文字であります。そもそもＤＥＩの前にＤ＆

Ｉ（Diversity＆Inclusion）という大手企業の経営戦略の一つとし

て生まれた概念がありました。Ｄ＆Ｉでは簡単に言いますと、「多

様性を重視しつつ、お互いを認め合い、良いところを活かして

いこう」という意味になります。しかしながらＤ＆Ｉの足りないとこ

ろは、個人差をきちんと考慮して、それぞれに見合ったリソース

の配分をする＝Equity（公平性）であります。そこでＤ＆Ｉの次に

生まれた概念がＤＥＩとなります。 

また、Equity（公平性）はしばしば Equality（平等性）と間違え

られますが、Equality は全てのものに同様な物事を供与するこ

とであり、Equity は個人に見合った物事を供与することでありま

す。 

ＤＥＩの難しさには「無意識のバイアス」があり、私たちには認

識していない感情、印象、思い込み、恐怖心があることに注意

しなければなりません。 

ロータリーにおけるＤＥＩの成り立ちは、２０１９年にＤＥＩに関

する声明が理事会より発せられ、２０２１年にはＤＥＩの行動規範

が理事会で承認されました。 
ＤＥＩの行動規範は、・他者を尊重する言葉を使う ・サポート

を示す ・温かく迎い入れるインクルーシブな環境を助長す
る ・多様性を重んじる であります。 
今後のロータリーとＤＥＩの取り組みは、この行動規範を理

解、順守することを念頭に入れ活動計画や活動の実施に取り
組まなければなりません。 

 

会員慶事 
 
  【本人誕生日】 

  ありませんでした 

 

  【配偶者誕生日】 

ありませんでした 

 

  【結婚記念日】 

菊地勝男・美佐子様 

（４月） 

幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

＊ガバナー事務所より 

 ガバナー月信５月号 到着 

 

■ 例会変更 ■ 

  ＊富士宮ロータリークラブ 

   ５月２６日（木）→夜間例会＜サインのみＭＵなし＞ 

期末訪問の様子 


